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平成 31年 2月 18日 

農 研 機 構 

秋田県畜産試験場 

岐阜県畜産研究所 

                                              熊本県農業研究センター畜産研究所 

宮崎県畜産試験場 

遺伝子選抜により、地鶏の発育性が向上 

－地鶏生産者の売り上げ増加に貢献－ 

農研機構は、秋田県畜産試験場、岐阜県畜産研究所、熊本県農業研究センター畜産研究

所、宮崎県畜産試験場と共同で、4県の地鶏 1)（秋田県の 比内
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古
こ

地
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大王、宮崎県のみやざき 地頭鶏
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）について、生産の基になっている 種
し ゅ

鶏
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2)を特定の遺伝子型で選抜することにより、地鶏の発育性を向上させ、出荷時体重を増

加させることに成功しました。本成果は、4 県の地鶏生産者の売り上げ増加につながりま

す。また、その他全国の地鶏の発育性向上にも応用できると期待されます。 

地鶏は、地域の特産品として定着し、ブロ

イラーよりも高値で取引されています。一方、

飼育期間が長く生産にコストがかかることか

ら、生産者から発育性の向上が求められてい

ます。なお、市場に流通する地鶏の多くは、

在来種と他の鶏種を交配して生産されていま

す。 

農研機構は 2012年に、秋田県畜産試験場と

共同で、「比内地鶏」の父系親品種の「比内 鶏
ど り

」において、発育性に強く関連する遺伝子(コ

レシストキニン A受容体遺伝子 3))が、ある遺

伝子型（A 型）を持つと、比内鶏の発育性が

向上することを発見しました。 

今回この成果をもとに、農研機構は、秋田県畜産試験場、岐阜県畜産研究所、熊本県農

業研究センター畜産研究所、宮崎県畜産試験場と共同で、4 県の地鶏（比内地鶏、奥美濃

古地鶏、天草大王、みやざき地頭鶏）生産のルーツとなっている鶏（種鶏）を、比内鶏で

発育性が向上する A 型の遺伝子型で選抜・固定することによって、4 県すべての地鶏の発

育性が向上し、出荷時体重が増加することを確認しました。 

本成果は、4県の地鶏の生産者所得の増加に貢献すると共に、全国のブランド地鶏の、

発育性向上にも利用できると期待されます。4県の試験場および研究所は、遺伝子選抜を

行った種鶏群の孵化場への供給を、31年度以降、順次行う予定です。 

 

＜関連情報＞予算：運営費交付金、農研機構 生物系特定産業技術研究支援センター 革新

的技術開発・緊急展開事業「地域戦略プロジェクト」 

プレスリリース 

天草大王（19週齢メス）のもも肉 

左：改良後、右：改良前 

http://imgcc.naver.jp/kaze/mission/USER/20141223/35/3905535/2/150x149x358034275d67e03e73026cce.jpg
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問い合わせ先など                                  

研究推進責任者：農研機構 畜産研究部門 研究部門長 塩谷 繁 

研 究 担 当 者 ：農研機構 畜産研究部門 家畜育種繁殖研究領域 高橋 秀彰  

秋田県畜産試験場 比内地鶏研究部 力丸 宗弘、佐々木 専悦 

岐阜県畜産研究所 養豚・養鶏研究部（関試験地） 

石川 寿美代、浅野 美穂 

熊本県農業研究センター畜産研究所 中小家畜研究室 

山下 裕昭、桃井 唯、角﨑 智洋 

宮崎県畜産試験場 川南支場 中山 広美、堀之内 正次郎 

広 報 担 当 者 ：農研機構畜産研究部門 広報プランナー 木元 広実  

TEL 029-838-8292 FAX 029-838-8606 

e-mail koho-nilgs@naro.affrc.go.jp 

秋田県農林水産部農林政策課 研究推進班 齋藤 明子 

TEL 018-860-1762 FAX 018-860-3842 

e-mail nourinseisaku@pref.akita.lg.jp 
 岐阜県畜産研究所 養豚・養鶏研究部 部長 酒井 喜義 

TEL 0575-22-3165 FAX 0575-22-3164 

e-mail boxpoultry@livestock.rd.pref.gifu.jp 

 熊本県農業研究センター企画調整部企画情報課 舛田 将大 

TEL 096-248-6423，FAX 096-248-7039 

e-mail noukenkikaku28@pref.kumamoto.lg.jp 

 宮崎県畜産試験場 研究企画主幹 有馬 典男 

TEL 0984-42-1115 FAX 0984-42-1707 

e-mail chikusan-shikenjo@pref.miyazaki.lg.jp 

本資料は筑波研究学園都市記者会、農政クラブ、農林記者会、農業技術クラブ、秋田県政

記者会、北鹿新聞社秋田支局、秋田建設工業新聞、秋田ケーブルテレビ、建設新聞社秋田

支局、ニュースバンク、プレス秋田、熊本県庁内記者クラブに配付しています。 

※農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構のコミュニケーションネーム（通称）です。 

新聞、TV等の報道でも当機構の名称としては「農研機構」のご使用をお願い申し上げます。 
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開発の社会的背景と研究の経緯                               

地鶏は、地域の特産品として定着し、ブロイラーよりも高値で取引されています。一方、

地鶏は、飼育期間が長く生産にコストがかかることから、生産者から発育性の向上が求め

られています。なお、市場に流通する地鶏の多くは、在来種と他の品種を交配して生産さ

れています。 

農研機構は 2012年に、秋田県畜産試験場と共同で、「比内地鶏」の父系親品種である「比

内鶏」において、発育性に強く関連する遺伝子(コレシストキニン A 受容体遺伝子)の一塩

基多型(SNP)4)を発見し、この SNP が A 型（A/A 型）であると、他の型（A/C 型および C/C

型）よりも発育性が向上することを発見しました。 

今回この成果をもとに、秋田県の「比内地鶏」、岐阜県の「奥美濃古地鶏」、熊本県の「天

草大王」、宮崎県の「みやざき地頭鶏」を用いて、上記 SNPを用いた遺伝子選抜による発育

性の向上効果を検証しました。 

 

（研究の）内容・意義                               

1.  「比内地鶏」は、秋田県の在来種「比内鶏」のオスと、「ロードアイランドレッド」

のメスを交配させて作出されています（図 1A）。秋田県畜産試験場は、「比内鶏」および

「ロードアイランドレッド」の種鶏を A型の遺伝子型で選抜し、交配を繰り返すことに

より、A 型に完全に固定した種鶏群を造成しました。造成した種鶏群を用いて、従来と

同じ交配様式で「比内地鶏」を作出し、旧来の種鶏群から作出された「比内地鶏」と出

荷時平均体重を比較したところ、遺伝子選抜を行うと、平均体重が 59.7g（2.2%）増加

することを確認しました（図 2A）。 

2.  「奥美濃古地鶏」は、岐阜県の在来種「岐阜地鶏」をベースに作出された「岐阜地鶏

改良種」のオスと、「白色プリマスロック」および「ロードアイランドレッド」を両親

に持つ「ロードアイランドレッド交配種」のメスを交配させて作出されています（図 1B）。

岐阜県畜産研究所では、上記と同様の方法で、A型に完全に固定した「岐阜地鶏改良種」、

「白色プリマスロック」および「ロードアイランドレッド」の種鶏を造成しました。上

記と同様に、A 型固定の種鶏群に由来する「奥美濃古地鶏」と、旧来の種鶏群に由来す

る「奥美濃古地鶏」の出荷時平均体重を比較したところ、遺伝子選抜を行うと、平均体

重がメスで 71.9g（2.9%）、オスで 40.2g（1.2%）増加することを確認しました（図 2B）。 

3.  「天草大王」は、熊本県の在来種「原種
げんしゅ

天草大王」のオスと、「九州ロード」のメス

を交配させて作出されています（図 1C）。熊本県農業研究センター畜産研究所では、上

記と同様の方法で、A 型に完全に固定した「原種天草大王」および「九州ロード」の種

鶏群を造成しました。上記と同様に、A 型固定の種鶏群に由来する「天草大王」と、旧

来の種鶏群に由来する「天草大王」の出荷時平均体重を比較したところ、遺伝子選抜を

行うと、平均体重がメスで 222.0g（6.7%）、オスで 126.6g（3.3%）増加することを確認

しました（図 2C）。 

4.  「みやざき地頭鶏」は、宮崎県の在来種「地頭鶏」および「白色プリマスロック」を

両親に持つオスと、「九州ロード」のメスを交配させて作出されています（図 1D）。宮崎

県畜産試験場では、上記と同様の方法で、A 型に完全に固定した「地頭鶏」、「白色プリ

マスロック」および「九州ロード」の種鶏群を造成しました。上記と同様に、A 型固定

の種鶏群に由来する「みやざき地頭鶏」と、旧来の種鶏群に由来する「みやざき地頭鶏」
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の出荷時平均体重を比較したところ、遺伝子選抜を行うと、平均体重が、メスで 92.5g

（2.8%）、オスで 71.8g（1.9%）増加することを確認しました（図 2D）。 

5.  上記 4 種の地鶏について、旧来の種鶏群から、A 型固定の種鶏群へと完全に入れ替え

た場合の経済効果を試算しました（表 1）。4県で年間 1,250千羽の地鶏が出荷されてお

り（2017年度）、4県合計で年間約 66,000千円の生産者の売り上げ増加が見込まれます。 

 

今後の予定・期待                                 

4県の試験場および研究所は、A型に固定した種鶏群の孵化場への供給を、31年度以降、

順次行う予定です。また本成果は、発育性の育種改良が遅れている他の地鶏への応用が期

待されます。 

 

用語の解説                                    

1) 地鶏 

本成果で使用している「地鶏」は、「地鶏肉の日本農林規格」（平成 11年 7月施行、平成

22 年 6 月 16 日改正）で定義されているものを指します。その中で、飼育の対象となるひ

な鶏、飼育期間、飼育方法、飼育密度が詳細に定められています。例えば、ひな鶏では、

在来種由来の血液百分率が 50%以上のものであって、出生の証明（在来種からの系譜、在

来種由来血液百分率およびふ化日の証明をいう。）ができること、とされています。日本食

鳥協会のホームページには、ブランド名を持つ地鶏が約 60種類掲載されています。 

2) 種鶏 

 地鶏の生産において、純粋な品種や系統がそのまま市場に出回ることはありません。純

粋な品種や系統は「原
げ ん

種鶏」と呼ばれます。原種鶏から、市場に流通する地鶏肉を生産す

るために分派させた鶏群が「種鶏」です。コマーシャル鶏は、複数の種鶏を交配させて作

出されています。遺伝的な改良は、種鶏で行われています。 

3) コレシストキニン A受容体遺伝子（CCKAR：cholecystokinin type A receptor gene） 

コレシストキニン A受容体をコードする遺伝子。ニワトリでは、第 4番染色体に座乗し

ています。コレシストキニンは、食欲を抑制する神経情報伝達を担うペプチドホルモンと

して知られています。コレシストキニンの受容体としては、A および B 受容体が同定され

ています。このうち、主に腸管に分布している A 受容体は、満腹感を脳に伝えるシグナル

伝達を担っています。CCKAR の一塩基多型が、どのようなメカニズムで、発育形質に影響

を及ぼしているかについて、今後詳細に検討する必要がありますが、食欲や代謝に影響を

及ぼしている可能性があります。 

4) 一塩基多型(SNP, Single Nucleotide Polymorphism) 

遺伝子多型のうち、1つの塩基が、ほかの塩基と異なっているものは、一塩基多型(SNP: 

Single Nucleotide Polymorphism)と呼ばれています。そのタイプによって、遺伝子の発現

量や遺伝子をもとに体内で作られるタンパク質の働きが微妙に変化し、発現形質に影響を

与えることがあります。 
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参考図                                      

 

図 1 4 県のコマーシャル地鶏の交配様式 

比内地鶏、奥美濃古地鶏、天草大王、みやざき地頭鶏は、それぞれの県の在来鶏品種（比内鶏、

岐阜地鶏、原種天草大王、地頭鶏；赤文字の品種）を活用した地鶏です。本研究では、赤枠で囲っ

た鶏種の種鶏を遺伝子型で選抜しました。 
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図 2 遺伝子選抜の有無による出荷時平均体重の比較 

4 つの地鶏について、メス・オスの出荷時の平均体重を比較しました。ただし、比内地鶏につい

ては、市場流通するのはメスのみのため、オスについては調査を行いませんでした。出荷時体重は、

2017～2018年度に取得された実測体重について試験回のばらつきを補正した後、オス・メスごとに

遺伝子の効果を考慮して算出した値です。4 つの地鶏全てにおいて、A 型固定化による出荷時平均

体重の増加が認められました。各棒グラフの、波線よりも体重が重い部分の目盛間隔は 200g です。

増体率を各棒グラフの右に示しました。 

 

表１ 出荷時体重増加に伴う経済効果試算 1 

 
 

比内地鶏 

（秋田県） 

奥美濃古地鶏 

（岐阜県） 

天草大王 

（熊本県） 

みやざき地頭鶏 

（宮崎県） 
４地鶏合計 

出荷羽数（29年度）（千羽） 518 130 98 504 1,250 

生産者売り上げ増加見込／年（千円）2 25,538 2,113 11,405 26,911 65,967 

1出荷時体重増加分のみに基づいて試算 
2出荷羽数×増加体重×生体重単価 


